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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

９月 定例会
●会期：９月４日（水）～ 19日（木）（16日間）

桑
折
町
監
査
委
員鈴　

木　
頼　
子

佐　
藤　
久　
一

　
令
和
５
年
度
桑
折
町
の
一
般
会

計
や
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

に
関
す
る
決
算
審
査
が
、
７
月
23

日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
行
わ
れ
、

提
出
さ
れ
た
書
類
が
関
係
法
令
に

基
づ
き
作
成
さ
れ
、
誤
り
が
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

執
行
も
概
ね
適
正
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
社
会
経
済
活
動
が
活

発
化
し
た
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
で
町
民
生
活
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、
町
は
子
育

て
や
事
業
者
支
援
な
ど
で
成
果
を

上
げ
ま
し
た
。
水
道
事
業
も
適
正

で
あ
り
、
財
政
健
全
性
も
保
た
れ

て
い
ま
し
た
。

提出議案　審議採決
令和５年度決算認定（一般会計１件・特別会計６件）、条例改正３件、条例廃止１件、
規約変更１件、補正予算３件、同意１件、水道事業未処分利益剰余金の処分１件、
報告１件、総合計画中期基本計画、都市計画マスタープラン

総
括
質
疑

コ
ロ
ナ
禍
後
の
再
生
の
成
果
は

岡
本 

貴
士 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
令
和
５
年
度
当
初
は「
コ
ロ
ナ
禍
後
の
社
会

経
済
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指

す
」と
町
政
の
考
え
を
示
し
て
い
た
。
社
会
経
済
活
動

に
つ
い
て
は
、
町
有
地
の
利
活
用
を
進
め
、
町
民
の
日

常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
粘
り
強
く
交

渉
・
説
明
を
続
け
て
き
た
担
当
課
、
関
係
各
位
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
ま
た
、
約
３
，
０
０
０
名
が
来
場
し
た

「
旧
伊
達
郡
役
所
・
誕
生
祭
」は
、
本
町
の
歴
史
遺
産
を

活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
は
も
と
よ
り
、
地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
の
醸
成
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
3
つ
の
成
果
が
現
れ
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

費
用
対
効
果
の
あ
る「
桑
折
な
ら
で
は
」の
取
組
で
あ
っ

た
。
令
和
５
年
度
の
所
見
を
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
町
民
は
コ
ロ
ナ
禍
後
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

再
生
に
手
応
え
を
感
じ
た
令
和
５
年
度
で
あ
っ

た
。

「
自
習
室
ま
な
び
ば
」設
立
の
目
的
と
運
営
は

羽
根
田 

ひ
と
み 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
自
習
室「
学
Ｖ
ｉ
Ｖ
Ａ
」は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
想
像
し
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
作
ら
れ
た
の

か
。
ま
た
賃
貸
料
は
妥
当
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
福
島
の
ア
オ
ウ
ゼ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
や

大
人
の
学
び
の
場
を
提
供
し
た
か
っ
た
。「
よ

も
〜
よ
」も
あ
る
が
、
６
時
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
た
め

大
防
止
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
中
山
間
地
に
お
け
る
侵
入
防
止
柵
の
あ
り
方
も

含
め
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
う
え
で
新
た
な

対
応
を
検
討
し
な
が
ら
、
町
主
導
の
な
か
で
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

「
地
域
計
画
」の
進
捗
状
況
は

石
幡 

政
子 
議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
後
継
と
な
る「
地
域

計
画
」に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
に
制
定
さ
れ
、

令
和
５
年
度
か
ら
本
格
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
実
践
的
な
取
組
は

令
和
5
年
度
の
目
標
を
達
成
で
き
た
か
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
令
和
５
年
度
は
、
今
後
の
事
業
推
進
の
手
順

等
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
説
明
会
を
開
催
し
、

農
地
利
用
意
向
調
査
、
地
区
の
中
心
担
い
手
と
の
話
し

合
い
を
進
め
た
。
桃
農
家
だ
け
で
は
な
く
農
業
全
般
の

健
全
経
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
耕
作
地
の
確
保
は

重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
農
作
物
の
価
格
の
安
定
を
図
る

た
め
に
も「
地
域
計
画
」に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て
い

く
。Ｄ

Ｘ
利
用
推
進
に
向
け
て
の
取
組
は

鈴
木 

隆
志 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に
向
け
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
り
町
民
向
け

情
報
発
信
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
等
取
り
組
ん
で
い

る
な
か
で
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
が

令
和
５
年
５
月
１
日
よ
り
開
始
さ
れ
28
の
手
続
き
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま

そ
の
延
長
を
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
夜
９
時
ま
で

で
き
る
学
び
ば
を
作
っ
た
。
ま
た
賃
貸
料
は
管
理
、
冷

暖
房
、
電
気
代
、
設
備
全
般
、
備
品
も
初
期
投
資
す
る

こ
と
な
く
設
置
さ
れ
て
る
こ
と
か
ら
妥
当
だ
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
は

半
沢 

正
保 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
こ
お
り
教
育
要
覧
の
中
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

に
、「
保
護
者
の
願
い
」、「
地
域
の
願
い
」の
1

番
目
に
、「
学
力
を
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
学
校
教
育
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
い

ま
ま
で
の
取
組
を
す
べ
て
見
直
し「
活
力
あ
る
学
力
の

高
い
町
づ
く
り
」の
た
め
、
最
大
限
の
危
機
感
を
持
っ

て
、
学
び
の
変
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
半
沢
議
員
の
一
般
質
問（
Ｐ
18
参
照
）で
、
お

答
え
し
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
有
害
鳥
獣
対
策
は

佐
藤 

武
朗 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
令
和
５
年
度
の
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
と
し
て

放
任
果
樹
伐
採
事
業
等
、
各
種
対
策
事
業
を
実

施
し
て
き
た
が
、
評
価
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
半

田
、
睦
合
地
域
に
お
い
て
の
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

む
な
か
、
13
㎞
に
わ
た
る
有
害
鳥
獣
進
入
防
止
柵
の
維

持
管
理
で
も
容
易
で
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
の
有
害

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
駆
除
等
を
実
施
。
協
議

会
が
業
務
委
託
を
行
い
有
害
鳥
獣
の
生
息
状
況

調
査
や
サ
ル
の
追
い
上
げ
を
実
施
し
、
農
作
物
被
害
拡

令
和
５
年
度

一
般
会
計
決
算

認定令和５年度  決  算

財産収入
・寄付金

2億3,524万円
3.7％

繰入金
（財政調整基金など
貯金の取り崩し）
1億7,001万円　2.7％

繰越金
2億2,090万円

3.4％

63億
8,187万円

61億
7,638万円

町税
（町民税・固定資産税
・たばこ税）
14億58万円　21.9％

地方譲与税
（自動車重量譲与税・地方揮発由譲与）
6,540万円　1.0％

使用料及び手数料
6,128万円　1.0％

地方消費税交付金
3億206万円　4.7％

地方交付税
（町の収入で賄いきれない分に

対する国からの補填）
24億5,560万円

38.5％
分担金及び負担金
4,268万円　0.7％

県支出金
3億3,685万円

5.3％

国庫支出金
7億6,559万円

12.0％ 議会費
7,644万円
1.2％

総務費
12億1,664万円
19.7％

民生費
14億9,913万円

24.3％衛生費
5億7,907万円
9.4％

農林水産費
2億9,115万円
4.7％

商工費
1億791万円

1.8％

土木費
5億9,944万円

9.7％

消防費
3億780万円

5.0％

教育費
8億8,914万円

14.4％

公債費
4億8,469万円

7.8％
災害復旧費
1億2,497万円
2.0％

歳入 63億 8,187 万円

歳出61億 7,638 万円

その他
1億1,632万円
1.8％

諸収入（貸付金元利収入・受託事業収入）
2億936万円　3.3％

決
算
審
査
結
果

賛成賛成7 7 反対反対 4 4

町民一人あたり総額
 令和５年度 127,059 円（3,217 円の増）

（令和４年度 123,842 円）

※金額は切り捨てて万円まで
※％は総額に占める構成比

町税一人あたり年次別比較

議会だより――議会だより3 2 
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会
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例
会

だ
町
民
の
利
用
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
今
ま
さ
に
Ｄ
Ｘ
の
時
代
の
な
か
で
、
便
利
さ

だ
け
で
な
く
、
生
活
し
て
い
く
う
え
で
支
障
が

出
て
く
る
と
考
え
る
。
防
災
等
の
緊
急
時
に
、
災
害
情

報
の
入
手
方
法
を
知
っ
て
い
る
人
と
知
ら
な
い
人
で
は
、

災
害
か
ら
命
を
守
る
方
法
も
違
っ
て
く
る
。
操
作
一
つ

一
つ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
ス
マ
ホ
講
座
等

の
充
実
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

農
業
振
興
策
・
桃
の
産
地
価
格
差
克
服
を

川
村 
滋
道 
議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
桃
の
産
地
価
格
差
が
１
キ
ロ
１
２
１
円
の
差

が
あ
る
。
県
外
の
産
地
の
み
な
ら
ず
市
場
に
も

福
島
の
桃
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
厳
し
い
情
勢
の
中
今
年
の
売
り
上
げ
は
増
加

し
て
い
る
。
逐
次
関
係
者
と
協
議
し
て
い
る
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
を

川
名 

静
子 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
本
町
の
地
区
防
災
訓
練
は
地
区
や
そ
の
時
々

に
合
っ
た
内
容
で
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
多
発

し
激
甚
化
し
て
い
る
大
雨
に
対
す
る
対
策
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
力
を
入
れ
、
町
民
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
の

な
い
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
町
の
対
策

を
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
大
雨
や
土
砂
災
害
に
対
し
て
も
取
り
組
む
。

大
が
か
り
で
は
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
取

組
む
一
人
の
一
歩
が
大
事
だ
。
防
災
訓
練
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
の
高
い
災
害
へ
地
区
に
合
っ
た
訓
練
を
引
き

続
き
協
力
を
得
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

水
道
事
業
の
今
後
は

川
名 

静
子 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
令
和
５
年
度
本
町
の
総
排
水
量
は
１
，
４
０
３
，

８
９
８
ト
ン
。
３
分
の
１
が
内
の
馬
場
浄
水
場
、

残
り
が
す
り
か
み
浄
水
場
か
ら
で
あ
る
。
今
後
人
口
減
と

な
っ
た
場
合
の
給
水
体
制
は
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
者
と
し
て
の
考
え
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
現
在
給
水
し
て
い
る
内
の
馬
場
浄
水
場
か
ら
の

原
水
は
蒸
留
化
す
る
ま
で
の
コ
ス
ト
料
、
施
設
の

老
朽
化
を
考
え
る
と
参
画
し
て
い
る
す
り
か
み
浄
水
場
に

切
り
替
え
た
方
が
安
定
か
つ
安
全
に
成
り
立
つ
方
策
だ
。

人
口
減
の
到
来
は
確
実
だ
。
今
後
新
た
な
展
開
が
あ
っ
て

も
参
画
水
量
に
見
合
っ
た
量
を
入
れ
、
事
業
が
成
り
立
つ

料
金
を
設
定
し
値
上
げ
に
至
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

未
就
学
児
の
均
等
割
負
担
の
無
償
化
を

川
村 

滋
道 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
協
会
け
ん
ぽ
は
事
業
者
負
担
が
あ
る
分
国
保

に
比
べ
本
人
負
担
が
軽
い
。
国
保
の
構
造
問
題
だ
。

加
入
者
の
困
窮
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。
当
町
の
未
就
学
児

の
均
等
割
負
担
を
無
料
に
す
る
に
は
40
数
万
円
の
予
算
追

加
で
可
能
だ
。
近
隣
の
川
俣
町
で
も
無
償
化
を
し
た
。
本

町
で
も
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
日
本
共
産
党
議
員
団
の
以
前
か
ら
の
要
望
で
あ

る
こ
と
は
承
知
だ
。し
か
し
国
保
会
計
は
コ
ロ
ナ
の
よ

う
に
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
決
算
に
余
裕
が
あ
る
か

ら
す
ぐ
に
流
用
と
は
い
か
な
い
こ
と
を
承
知
い
た
だ
き
た
い
。

議
決
抜
き
公
費
支
出
に
つ
い
て

齋
藤 

松
夫 

議
員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
決
算
付
属
資
料
に
過
去
４
年
連
続
で
議
会
議

決
抜
き
公
費
支
出
の
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が

「
反
省
」の
文
言
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
財
務
規
則

第
50
条
違
反
と
い
う
性
格
の
誤
っ
た
事
務
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
含
む「
反
省
」の
文
言
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
　
決
算
付
属
資
料
は
、「
反
省
」の
文
言
を
記
載

す
る
文
書
で
は
な
い
の
で
記
載
し
な
か
っ
た
。

総
括
質
疑

令
和
５
年
度

特
別
会
計

種　別 項　目 歳　入 歳　出 差引残額

国 民 健 康 保 険
決算額 1,286,241,076円 1,230,855,711円 55,385,365円

概　要 収納率　97.2% 執行率　95.9% 全額翌年度繰越

後期高齢者医療
決算額 198,913,390円 198,319,537円 593,853円

概　要 収納率　99.8% 執行率　98.6% 全額翌年度繰越

介 護 保 険
決算額 1,803,502,591円 1,630,565,789円 172,936,802円

概　要 収納率　99.9% 執行率　91.4% 全額翌年度繰越

公共下水道事業
決算額 324,625,123円 266,164,907円 58,460,216円

概　要 収納率　97.9% 執行率　82.3% 全額翌年度繰越

半田財産区事業
決算額 2,563,406円 2,259,275円 304,131円

概　要 収納率　99.9% 執行率　88.1% 全額翌年度繰越

※１ （収納率）=（実際に収入があった金額÷予定していた収入額）×100%
　　  計画していた収入のどれだけが実際に得られたかを示す指標。
※２ （執行率）=（実際に支出した金額÷予定していた支出額）×100%
　　  計画していた支出のどれだけが実際に使われたかを示す指標。

決算概要 収益的収支 資本的収支 令和4年度
剰余金処分

水
道
事
業

有収率　82.2%
漏水調査実施、
配水管修繕工事
により前年度よ
り0.6％増

収　入 342,109,121円
支　出 289,965,517円
純利益 52,143,604円

（税抜き）

収　入 0円
支　出 ８1,697,244円
不足は損益勘定保留資
金、積立金で補てん

建設改良積立金に
31,616,197円 を
積み立て、残金を
次年度に全額繰越

認定

認定

令和５年度 特別会計決算

水道事業会計決算
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

条
例
改
正

災
害
派
遣
職
員
に
対
す
る

新
た
な
特
殊
手
当
支
給

◆ 

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の

一
部
改
正

　

�　
災
害
や
大
規
模
な
事
故
が

発
生
、
ま
た
そ
の
恐
れ
が
あ

る
町
外
の
地
方
公
共
団
体
地

域
に
派
遣
さ
れ
、
災
害
応
急

作
業
に
従
事
し
た
場
合
、
新

た
に
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

す
る
一
部
改
正　

◆ 

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
免
除
及
び

不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

�　
地
方
再
生
法
第
17
条
の
６

の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め

る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う

対
象
期
の
延
長
の
一
部
改
正

報

告

◆ 

令
和
５
年
度
桑
折
町
一
般
会

計
等
歳
入
歳
出
決
算
に
伴
う

健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営

企
業
会
計
等
に
係
る
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て

　
監
査
員
の
意
見　

　

�　
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ

れ
是
正
改
善
を
指
摘
す
べ
き

事
項
は
な
い
。

同

意

◆ 

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
住
所　
桑
折
町
字
新
町

　
氏
名　
小　
野　
紀　
章

陳
情
審
査
結
果

［
継
続
審
査
１
件
］

◆ 

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

行
為
の
禁
止
の
確
認
を
求
め

る
陳
情

（
陳
情
者
）

　

�

福
島
市
野
田
町
字
八
郎
内
57

−

８

　
福
島
県
を
明
る
く
す
る
会

　
代
表　
鴨　
原　
　
　
隆

（
審
査
委
員
会
）　　

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
の
結
果
）　

　
継
続
審
査

◆ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

�　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
令
和
６
年
12
月

２
日
か
ら
健
康
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
所
要

の
一
部
改
正

　

条
例
廃
止

◆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

融
資
利
子
補
給
基
金
条
例
の

廃
止

　

�　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事

業
が
終
了
し
た
た
め
積
立
資

金
を
全
額
取
崩
し
国
庫
に
返

還
す
る
た
め
基
金
条
例
を
廃

止規
約
変
更

　
桑
折
町
役
場
移
転
に
伴
い
、

伊
達
市
桑
折
町
国
見
町
火
葬
場

協
議
会
事
務
所
の
住
所
を
変
更

す
る
た
め
の
規
約
変
更

補 正 予 算
◆令和６年度一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ7,187万円を追加し、予算総額65億7,930万円とするもの。

《主な歳入》 《主な歳出》
項　目 補正額 項　目 補正額

コロナウイルス定期接種
ワクチン確保事業助成金 2,158万円 予防接種事業費 2,158万円

福島県安心こども基金
特別対策事業補助金 2,148万円 子育て支援事業費 2,417万円

特別交付税
（地域おこし協力隊助成金） 200万円 農業振興対策事業費 950万円

◆国民健康保険特別会計（事業勘定）（第２号）
　歳入歳出それぞれ15万円を追加し、予算総額13億13万円とするもの。

《歳　　入》 《歳　　出》
項　　目 補正額 項　目 補正額

保険給付費等交付金 15万円 印刷製本費 15万円

◆介護保険特別会計（保険事業勘定）（第１号）
　歳入歳出それぞれ１億4,041万円を追加し、予算総額18億5,079万円とするもの。

《歳　　入》 《歳　　出》
項　目 補正額 項　目 補正額

前年度繰越金 1億4,041万円 償　還　金 1億　756万円
一般会計繰出金 3,285万円

　令和７年度から11年度までを計画期間とする中期基本計画を策定する。
　中期基本計画期間については、基本構想で掲げる将来像の実現に向け、急激に進行する人口減
少対策や物価高騰対策、コロナ禍で低迷した賑わい創出、未来の人材を育む子育て支援、町民の
健康や暮らしを守る施策の展開などについて、重点的に取り組む。

桑折町総合計画「献上桃の郷こおり未来躍動プラン」
中期基本計画

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

実施計画

基本計画

基本構想
・町の将来像
・基本方針
・グランドデザイン

中期基本計画5年 後期基本計画2年前期基本計画3年

計画期間 1 0年

実施計画5年 実施計画2年実施計画3年

重点プロジェクト

各個別計画の計画期間により見直し

重点プロジェクト

個別計画

議会だより――議会だより7 6 



　前回平成26年の見直しから10年弱が経過し、上位計画の見直し、社会情勢の変化等に確実に対
応していくため策定する。

まちづくりの将来像

●将来都市構造
　①土地利用エリア
　　 都市構想エリア、農地・

集落エリア、森林エリア
では、地域の特性に応じ
た適正な土地利用を推進
します。

●まちづくりの基本理念と基本目標

一目でわかる　審　議　結　果
令和６年第４回桑折町議会定例会

川村滋道 齋藤松夫 半沢正保 羽根田ひとみ 石幡政子 岡本貴士 鈴木隆志 佐藤武朗 斉藤　謙 半澤　高 川名静子 原　賢志

一般質問者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ －

○賛否の分かれた議案
議員名

議案名

川
村
滋
道

齋
藤
松
夫

半
沢
正
保

羽
根
田
ひ
と
み

石
幡
政
子

岡
本
貴
士

鈴
木
隆
志

佐
藤
武
朗

斉
藤
　
謙

半
澤
　
高

川
名
静
子

議
　
　
長

可
　
　
否

認定第 １ 号　令和５年度桑折町一般会計歳入歳出決算認定について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● － 可決

認定第 ２ 号　令和５年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案第37号　令和６年度桑折町一般会計補正予算（第２号） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● － 可決

議案第40号　桑折町総合計画「献上桃の郷こおり 未来躍動プラン」中期基本計画 ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● － 可決

○全会一致で可決の議案
○：賛成　●：反対　欠：欠席　　　：討論者

議　　案　　名

認定第３号 令和５年度桑折町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

認定第４号 令和５年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳
入歳出決算認定について

認定第５号 令和５年度桑折町公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

認定第６号 令和５年度桑折町半田財産区特別会計歳入歳出決算認
定について

認定第７号 令和５年度桑折町水道事業会計決算認定について

議案第31号 令和５年度桑折町水道事業会計未処分利益剰余金の処
分について

議案第32号 桑折町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例

議案第33号 桑折町地方活力向上地域における固定資産税の課税免
除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例

議案第34号 桑折町国民健康保険条例の一部を改正する条例

議　　案　　名

議案第35号 桑折町新型コロナウイルス対策融資利子補給基金条例
を廃止する条例

議案第36号 伊達市桑折町国見町火葬場協議会規約の変更について

議案第38号 令和６年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第２号）

議案第39号 令和６年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第１号）

議案第41号 桑折町都市計画マスタープラン

報告第４号
令和５年度桑折町一般会計等歳入歳出決算に伴う健全
化判断比率及び公営企業会計等に係る資金不足比率に
ついて

同意第４号 桑折町教育委員会委員の任命について

桑折町議会議員の派遣について

常任委員会の閉会中の継続審査の申し出について

閉会中の所管及び所掌事務調査の申し出について

※報告は採決なし

会議結果表へ

桑 折 町 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン

　■将来都市構造図

【桑折町都市計画マスタープランより抜粋】

②都市の拠点
　 中心拠点、地域生活拠点、

工業拠点、複合機能創出拠
点、緑の拠点では、都市の
魅力と活力を高める拠点の
機能強化を図ります。

③都市の軸
　 広域高速交通軸、広域都市

軸、地域連携軸、中心拠点
軸、水辺骨格軸では、都市
の交流を支える交通・連携
軸の強化を図ります。

〔まちづくりの基本目標〕

〔まちづくりの基本理念〕

『愛着と誇り（桑折
プライド）を育む
住み続けたいまち
住みたいまち 
こおりならではの
まちづくり』

【土地利用・道路・交通】
広域交通網などの地域特性や地域資源を活かした戦略的なまちづくり

【防災】
安全・安心な災害に強い強靭なまちづくり

【住環境・福祉・子育て】
子どもからお年寄りまで、笑顔で住み続けられるまちづくり

【自然環境・景観・観光・交流】
歴史、風土、環境の豊かさを活かしたまちづくり

【共創】
町民参画による共創のまちづくり

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
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賛　　　　成 議案 ・ 認定 反　　　　対
　農業振興対策事業費として、農業型「地域おこし協力隊」を卒隊した２名に対する新規就農支援
の予算が計上された。国や県の補助金・助成金を活用したものである。協力隊として、本町の桃
の生産に、勇気をもって挑戦した２名と、彼らを受け入れ、ご指導くださった農家様、担当課、
関係各位に敬意を表して、賛成の討論とする。

岡本 貴士
議員 議

案
第
37
号

補
正
予
算

齋藤 松夫
議員

　反対の態度をとる。なぜ反対か。それは民営認定こども園関連の予算が計上されているからで
ある。当初予算審議において保育所等民営化政策に対し反対の態度をとっており、その延長線上
での予算計上に賛成するわけにはいかない。

　議案37号に賛成する。本議案には、10月から始まる新型コロナ感染症対応の定期接種に関す
る予防接種事業費2,158万円があり、非常に重要な補正予算であると考える。また他の補正も今
後の町事業にとって重要なものであり本議案に賛成する。

半澤 　高
議員

川名 静子
議員

　今補正には、コロナワクチン接種事業、７年度入学の外国人のための翻訳機、新規就農者への
補助金等が含まれ、大切な補正であることは重々理解している。しかし、「認定こども園」に関し
ては町の進め方、事業者の独自性が見えず、一般質問での議論を通しても理解できない。よって、

「認定こども園」施設整備費補助金のみ反対する。

　本議案に賛成する。本日朝に提示された多くの訂正箇所はあったものの総合計画中期基本計画
は、今後の町の課題と対応する施策・方策に関して整理されている計画であり、今後に期待する。
５年以内にはＩＣ近くに大型ショッピングモールが開業する予定であるが、桑折町が利用者の通
過点とならぬよう対応をしてほしい。

半澤 　高
議員

議
案
第
40
号

総
合
計
画

齋藤 松夫
議員

　反対である。本計画は、令和３年９月議会で議長裁決により可決となった総合計画を土台とし
たもの。その最大の問題点は町計画を無視した保育所等民営化政策だ。その後の３年間は誤った
事務執行の連続だ。結果として事業者ヘの町負担は総額１億円を超える。このような結果を生み
出した計画を土台とする本案に賛成できない。

　計画は長期的な展望に立ち町政全般に係る政策及び施策の基本的な方向性を総合的、体系的に
定めた計画である。「みんなが幸せを実感できる　元気なまち　こおり」町の将来像として、令和
４年度より前期計画を進めてきた。その成果の一部として住みここち自治体ランキングで県内１
位、中期計画もそれにつながる計画であり賛成とする。

佐藤 武朗
議員

川名 静子
議員

　当日になって42か所の訂正の説明を受けた。まだあるのではと疑いたくなる。今後５年間の
町最上位計画ではないか。計画には支障がないとの町長説明だが、このような不完全な計画に議
決してくれとは、甘すぎないですか。議決する議会には責任がある。
　よって完全な計画書の再提出後に責任をもって議決したいと考え反対する。

　本総合計画は、「コロナからの再生」「人口減少社会への対応」など、時代の潮流をふまえ、危機
感を持ち総合計画が見直すべきところが適切に見直され、桑折町の持続的な発展のための最適な
プランであると判断し賛成する。

半沢 正保
議員

鈴木 隆志
議員

　町の最上位計画である総合計画の中間基本計画（案）に訂正がある状態で、議案として提出して
良いものか疑問を感じる。
　特に中間基本計画を作成するにあたり、審議会の答申は尊重されるべきであり、一部変更につ
いて、議会で議決してから審議会に説明するのでは、審議会の答申がどうでもよくなってしまう。
　内容的にそんなに変わらない軽微なものであっても、きちっと筋道を通して審議会に説明のう
え再度提出すべきとの意見から、反対とする。

　決算認定に賛成の立場から討論する。令和５年５月新型コロナ感染症が５類に引き下げられた
が、その後も感染が続いている。その状況のなか町は町民の健康と暮らしを守るべく各種施策を
実施してきた。また、防災減災や賑わい創出など多くの事業を実施してきており、それらの事業
の集大成が本決算であると考え認定に賛成する。

半澤 　高
議員

認
定
第
１
号

令
和
5
年
度
一
般
会
計
決
算

齋藤 松夫
議員

　第一　数々の問題点（町民合意なき民営化政策・プロポーザル実施要領無視の事務執行・定期
借地権設定契約無視の廃棄物処理費用町負担）を含む蚕糸跡地利活用事業の予算執行であるため。
　第二　旧統一教会関係者が事業運営する社会福祉法人に、町の乳幼児の保育と教育をゆだねる
政策にも賛成できない。

　長年放置されていた蚕糸跡地に、問題を乗り越えて、商業施設が無事オープンできた。またそ
の中の自習室改善の指摘に対し、即アンケートを設置した。
　ゴミ減量化のため、可燃ゴミ収集を週２回にするなどの準備をし、４月からスタートした。長
年の習慣や慣例にこだわらず、ニーズに合わせた素早い取組を評価して賛成する。

羽根田ひとみ
議員

斉藤　 謙
議員

　実質単年度収支約２億8,000万円を早期解消すること。毎回経常収支率の改善を求めてきたが
未だ高止まりとなっている。しかも、自然災害が多発する中、町民の安全・安心を第一に考えな
くてはならない。令和４年度公会計においても、当町の一般会計における減価償却率は63.1%で
前年度より増加しており、インフラ工作物（道路・橋梁）、インフラ建物（公園施設）の減価償却率
が高い傾向にあり、施設の老朽化が進んできているといえる。公共建物の老朽化がはげしく、公
会計においても、毎年改善を求められているが、一向に改善が進まない。ＩＣ周辺の土地利用を
検討しているようであるが、町民が納税することは、貯金することではなく、町民のために使う
ことである。町民の安全・安心を優先したインフラ整備の取組を早期に実施すべきである。よっ
て、今回の決算認定には反対とする。

　決算審査意見書、各所管別認定調査をもとに決算状況を精査した。①会計上の指標となる収納
率、執行率ともに良好、財政健全化判断比率は基準値を大きく下回り健全性が保たれている。②

「住み心地のよい町に向け」多様な行政需要へ適切に対応されてきていること。最小の経費で最大
の効果をあげるべしという原則が厳守されている。以上をふまえ認定に賛成する。

半沢 正保
議員

川名 静子
議員

　決算審査に当たり、決算書付属資料を十分にチエックした。差し替えが１件あったものの、執
行率95.2％、執行残額・不用額もそれぞれ減少したことへの取組は評価する。しかし、これま
で商業施設からのアスベスト処理「認定こども園」敷地内埋設物処理費用を契約に反し町が負担す
ることに反対してきた。従って令和５年度決算は認定できない。

認
定
第
2
号

令
和
5
年
度

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

川村 滋道
議員

　構造的な国の制度により国保加入者の困窮度合いは高まっている。国保料の均等割、平等割が
なくなれば協会けんぽ並みの負担額に近づく。生活困窮者の国保料を免除する。滞納者からの保
険証の取り上げ、差し押さえなどの強権的な取り立てを止めさせる。自治体独自の負担軽減の取
組を支援するなどの抜本的な問題が未解決である。その解決まで、引き続き日本共産党議員団は
要求し続ける。よって本決算に反対である。

討　　論　　一　　覧　　表討　　論　　一　　覧　　表９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
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一

般

質

問

一

般

質

問

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
従
っ
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
今
後
、
多

額
の
補
助
金
や
繰
出
金
を

要
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
公
共
施
設
は
、

現
状
や
課
題
に
関
す
る
基

本
認
識
、
将
来
の
人
口
動

向
や
財
政
状
況
、
地
域
の

特
性
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
地
域
の

将
来
像
を
見
据
え「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
検
討
し
て
い

く
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
実
質
単
年
度
収

支
赤
字（
約
２
億

８
千
万
円
）を
ど
の
よ
う

に
解
消
す
る
の
か
。
予
算

編
成
方
針
を
厳
守
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
実

質
公
債
費
は
貸
出
金
利
上

昇
し
て
い
る
昨
今
財
政
の

健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る

の
か
。
ビ
ル
ド
＆
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
考
え
方
を
導
入

す
べ
き
で
な
い
か
。
手
数

料
・
使
用
料
・
財
産
収
入

は
自
主
財
源
確
保
の
た
め

の
手
段
で
あ
り
、
数
値
目

標
を
明
確
に
し
た
取
組
が

必
要
で
は
な
い
か
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
例
え
ば
、
う
ぶ

か
の
郷
等
売
却
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
う
ぶ
か
の
郷
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
の
考

え
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　

実
質
単
年
度

収
支
赤
字（
約
2
億
8
千

万
円
）の
解
消
に
つ
い
て

は
、
経
常
収
支
比
率
を
類

似
団
体
の
平
均
値
を
下
回

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

よ
っ
て
、
行
政
経
費
の
節

減
合
理
化
・
事
務
事
業
の

選
択
と
集
中
を
さ
ら
に
進

め
効
果
的
な
事
務
事
業
の

推
進
等
を
改
善
し
て
い

く
。
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
は
、
特
に
、
道

路
・
橋
梁
等
は
早
急
に
取

り
組
み
た
い
。

実質単年度収支赤字の解消を

経常収支比率は類似団体平均値以下に

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

弁答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁答弁

動画

登壇議員 質　　問　　事　　項
斉 藤

謙
❶ 財政運営等に関して（４年度決算カードより）
２ 減価償却費等に関して
❸ 公共施設管理計画等に関して

岡 本
貴 士

❶ 認知症に関する予防、早期発見、介護
❷ 街の住みここち自治体ランキング１位となった本町の現状と課題

鈴 木
隆 志

❶ 自分の疾病等の情報を伝えられない場合の「緊急安心カード」の利用について
❷ 「スマホ操作相談窓口」及び「オンラインスマホ操作相談コーナー」設置に向け
３ 「スマホ講習会」の定期開催及び「デジタル活用サポーター育成講座」開催に向け
４ こおりプレミアム商品券（第５弾）の応募状況及び追加募集について
５ 部活動地域移行に向けての経過と部活動指導員及び外部指導員の募集について

半 澤
高

❶  大かや園におけるレジオネラ属菌検出に関することの経緯と他施設を
含めた対策等について

２ 売却から約３年、旧役場庁舎敷地の宅地化の進展と今後について
３  新型コロナウイルスワクチンの定期接種と冬へ向けての予防策の周知

徹底等について
❹  日本三大銀山のひとつ「半田銀山」の歴史・文化を活用した事業の展開について

羽根田
ひとみ

１ 半田銀山150周年記念行事について
２ 桑折検定の提案について
❸ 町施設の運営改善について
❹ 今後の農地維持のために
５ 桃の売り上げ増加のために
６ 町キャラクターホタピーの利活用について

半 沢
正 保

❶  令和６年度全国学力・学習状況調査結果の分析をもとに、明確になっ
た学校教育推進の成果と課題について

❷  「活力ある学力の高い町」をめざすためには、どのような構想のもと学
校教育を推進していくべきかについて

３ 桑折町幼保・小中学校教育の環境等の評価ならびに充実対策について

石 幡
政 子

❶ 高齢者生活支援の推進について
❷ ごみ排出量の減量化について
３ 災害時に備える防災基盤強化について
４ 学校教育向上の推進を図る子育て世帯への支援について

川 名
静 子

❶ 私たち各家庭だからできる浸水被害軽減対策について
❷  町の未来について子ども達や若者等から考えや想いを町が聴く機会について
３ 有害鳥獣から農業、町民を守る対策に関して
４ 「認定こども園」の開園に伴う諸問題について

川 村
滋 道

❶ 高齢者の難聴対策について
２ パートナーシップ制度導入に関して
❸ 国民健康保険証とマイナンバーカード関連について
４ 新型コロナ感染症の新たな感染拡大を踏まえた対策について
５ 保育所民営化政策における事務執行について

齋 藤
松 夫

１ 保育所等民営化政策における事務執行について
❷  阿武隈川流域治水対策における遊水池群効果及び流域治水プロジェク

ト2.0における河道掘削計画について
３ 地震対策について
❹ 猛暑対策について

一
般
質
問 

と
い
う
名
の 

政
策
提
案

町民の思いや願いを届ける  65分
９ 月 定 例 会 は 議 員 1 0 名 が 登 壇

一般質問とは、議会で議員が行政（町長や役場など）に対して、町民の関心事や問題点について質問し、その答えを
求める制度です。これにより、行政の運営状況を確認し、政策の改善や問題の解決を図ることを目的としています。

※青字は、質問の概要を掲載しています。

斉斉
さいさい

藤藤
とうとう

　  　  謙謙
けんけん

  議 員議 員

町民の安全・安心が重要　町民体育館の老朽化

公共施設等総合管理計画に基づき検討を

更新・統廃合、長寿命化等を検討する

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

弁答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁答弁

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
減
価
償
却
比
率
の
改
善
を
計
画
的
に

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
地
域
の
将
来
像
を
見
据
え
検
討
す
る
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一

般

質

問

一

般

質

問

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
民
間
企
業
の
調

査
に
よ
る
と
、
街

の
住
み
こ
こ
ち
自
治
体
ラ

ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
本

町
が
福
島
県
内
１
位
と

な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
８

つ
の
因
子
を
総
合
評
価
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
８

つ
の
因
子
の
１
つ
で
あ
る

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」の
結
果

も
県
内
１
位
で
あ
っ
た
。

所
見
を
伺
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

認
知
症
の
人

が
、
２
０
２
５
年

に
は
７
０
０
万
人（
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
）に
達

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

認
知
症
は
予
防
で
き
る
。

治
療
薬
も
開
発
さ
れ
、
早

期
発
見
が
重
要
で
あ
る
。

町
行
政
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

や
教
育
環
境
、
子
育
て
支

援
、
歴
史
・
伝
統
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度
な
ど

の
視
点
か
ら
の
調
査
で
あ

り
、
本
町
に
お
け
る
待
機

児
童
ゼ
ロ
の
堅
持
や
給
食

費
無
償
化
な
ど
の
充
実
し

た
子
育
て
支
援
、
質
の
高

い
教
育
の
実
践
、
桑
折
西

山
城
跡
や
旧
伊
達
郡
役
所

等
の
歴
史
的
遺
産
の
保
存

と
積
極
的
な
活
用
、
福
祉

施
設
の
充
実
な
ど
が
、
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
町
の
役
割
に
つ

い
て
は
、「
桑
折
町
第
９

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画・介
護
保
険
事
業
計
画
」

で
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、

一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
に

な
る
前
か
ら
備
え
る
と
と

も
に
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
よ
り
よ
く
生
き

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
や
地
域
団

体
、
関
連
機
関
、
事
業
者

等
と
の
協
働
の
も
と
、
認

知
症
施
策
を
総
合
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

桑折町の行政サービスが県内1位

決意を新たに、施策推進していく

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

認知症予防、町行政の役割は

認知症施策を総合的に進めていく

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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岡岡
おかおか

本本
もともと

  貴貴
たかたか

士士
しし

  議 員議 員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
交
通
事
故
や
急

病
で
自
分
の
疾
病

等
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
な

い
場
合
利
用
で
き
る「
緊

急
安
心
カ
ー
ド
」を
各
戸

配
付
す
る
考
え
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
迅
速
な
緊
急
搬

送
や
処
置
に
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
に
お
い
て

も
、
各
戸
配
付
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
な
ど

で
、
普
及
・
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

救
急
隊
員
が

「
緊
急
安
心
カ
ー

ド
」を
見
つ
け
や
す
く
す

る
た
め
の
保
管
場
所
を
示

す
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
を
各

戸
配
付
す
る
考
え
は
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
福
島
市
で
、「
高

齢
者
向
け
ス
マ
ホ

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
配

付
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

し
て
い
る
。町
の
考
え
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
福
島
市
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
は
、
わ
か
り
や

す
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

今
後
、
参
考
に
作
成
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
伊
達
市
で
、
画

面
越
し
に
ス
マ
ホ

の
操
作
の
指
導
が
で
き
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
マ
ホ
操

作
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
設

置
し
て
い
る
。
町
の
考
え

は
。答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

町
長

　
伊
達
市
の
利
用

状
況
を
確
認
の
う
え
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
「
緊
急
安
心

カ
ー
ド
」各
戸
配
付
に
向

け
、
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー
も

含
め
て
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
「
緊
急
安
心

カ
ー
ド
」の
記
載

内
容
に
変
更
が
な
い
か
年

１
回
程
度
、
保
管
場
所
を

含
め
確
認
す
る
考
え
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
高
齢
者
の
緊
急

連
絡
先
確
認
に
合
わ
せ
、

か
か
り
つ
け
医
や
飲
ん
で

い
る
薬
を
含
め
、
福
祉
関

係
と
連
携
で
き
る
よ
う
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
情
報
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
多
く
の
町

民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
考
え
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

登
録
・
操
作
方
法
に
つ
い

て
、
総
合
政
策
課
の
窓
口

で
、
Ｄ
Ｘ
担
当
者
か
ら
、

詳
し
く
説
明
さ
せ
る
の

で
、
相
談
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

いざという時のために準備を忘れずに

緊急安心カードを各戸に配付しては

スマホ操作ハンドブックの配付は

各戸に配付できるよう努めていく

操作ハンドブックの配付を検討する

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

鈴鈴
すずすず

木木
きき

  隆隆
たかたか

志志
しし

  議 員議 員

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
ス
マ
ホ
講
習
会
時
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
活
用
状
況
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
現
在
３
名
に
協
力
い
た
だ
て
い
る

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
電
子
商
品
券
操
作
説
明
会
の
開
催
回
数
と
参
加
者
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
説
明
会
14
回
開
催
し
２
５
３
名
の
参
加
が
あ
っ
た

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
部
活
動
指
導
員
及
び
外
部
指
導
員
の
募
集
状
況

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
部
活
動
指
導
員
１
名
応
募
、
外
部
指
導
員
１
名
配
置

住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
４
福
島
版（
大
東
建
託
賃
貸
未
来
研
究
所
）
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般

質

問

一

般

質

問

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
「
学
Ｖ
ｉ
Ｖ
Ａ
」

の
椅
子
が
高
く
、

学
習
す
る
に
は
落
ち
着
か

な
い
。
も
う
少
し
低
い
椅

子
を
用
意
で
き
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
備
品
に
つ
い
て

は
設
備
仕
様
の
も
と
施
設

所
有
者
に
お
い
て
準
備
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、

使
用
に
は
支
障
が
な
い
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
実
際
使
用
し
て

い
る
人
の
声
を
聴

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
備
え
、
聴

く
よ
う
に
す
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
農
業
を
は
じ
め

た
人
た
ち
よ
り
借

り
ら
れ
る
農
地
情
報
が
な

い
と
不
安
の
声
が
あ
る
。

現
在
農
業
委
員
会
で
は
農

地
所
有
者
に
対
し
、
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
い
る
。
こ

の
情
報
を
公
開
し
て
は
い

か
が
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
「
営
農
状
況
・

農
地
利
用
意
向
調
査
」は

今
後
策
定
す
る
地
域
計
画

及
び
目
標
地
図
の
た
め
の

調
査
で
あ
り
、
農
地
の
貸

し
借
り
等
に
直
接
影
響
す

る
調
査
で
は
な
い
が
、
計

画
策
定
後
に
公
表
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

い
ち
い
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は

購
入
し
た
物
の
飲
食
が
し

ず
ら
い
環
境
に
あ
る
。
飲

食
可
の
掲
示
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　

入
口
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
。
更
に

利
用
し
や
す
い
よ
う
掲
示

の
工
夫
に
努
め
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
温
水
プ
ー
ル
の

シ
ャ
ワ
ー
を
も
う

一
つ
設
置
で
き
な
い
も
の

か
。答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

町
長　

　
通
常
使
用
に
お

い
て
は
問
題
な
い
。
ご
理

解
を
願
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
現
在
情
報
を
必

要
と
す
る
方
に
対

し
て
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
担
当
課
窓
口
に

相
談
に
来
て
も
ら
え
れ
ば

情
報
を
提
供
す
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
重
労
働
軽
減
の

た
め
、
農
水
省
の

ス
マ
ー
ト
農
業
の
企
画
を

取
り
入
れ
、
自
動
草
刈
り

機
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
自
動
化

の
機
器
購
入
に
対
し
補
助

を
し
て
は
い
か
が
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
本
町
の
情
勢
に

見
合
っ
た
先
端
技
術
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
く
。

学ぶ場と温水プールの運営改善を

アンケート回収ボックスを備える

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

羽羽
はは

根根
ねね

田田
だだ

 ひとみ ひとみ   議 員議 員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
今
年
度
の
重
点

事
業
の
ひ
と
つ

「
歴
史
と
文
化
を
活
か
し

た
魅
力
体
感
発
信
事
業
」

半
田
銀
山
の
歴
史
・
文
化

を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
内
容
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
教
育
長

　
五
代
友
厚
に
よ

る
再
興
１
５
０
年
の
節
目

の
年
を
記
念
し
企
画
す
る

も
の
で「
半
田
銀
山
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」と
題
し
て
11

月
10
日
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
歴
史
研
究
家
、

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　

大
か
や
園
で

は
、
７
月
の
水
質

検
査
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

が
検
出
さ
れ
入
浴
施
設
の

営
業
を
休
止
し
た
。
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
の
指
導

の
も
と
消
毒
作
業
な
ど
の

対
応
に
あ
た
り
8
月
３
日

に
営
業
再
開
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
経
緯
と
今

後
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
対

策（
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
発
生

防
止
策
）に
つ
い
て
伺
う
。

脚
本
家
に
よ
る
講
演
、
著

名
漫
画
家
ら
に
よ
る
特
別

ト
ー
ク
に
加
え
て
、
半
田

銀
山
に
関
連
す
る
展
示
や

体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と

と
も
に
歴
史
案
内
人
に
よ

る
現
地
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
半
田
銀
山
に

つ
い
て
は
町
の
貴
重
な
歴

史
的
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

貴
重
な
資
料
の
企
画
展
や

遺
跡
の
見
学
会
開
催
を
通

し
て
町
内
外
に
対
し
情
報

発
信
し
て
い
く
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
利
用
者
に
対
し

て
は
施
設
入
口
へ
の
掲
示

や
町
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
て
利
用

休
止
の
お
知
ら
せ
を
行
っ

た
。
ま
た
、
発
症
が
懸
念

さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
特
定
で
き
た
こ
と
か

ら
個
別
に
電
話
や
声
か
け

等
を
行
い
、
健
康
面
の
聞

き
取
り
や
注
意
を
呼
び
掛

け
た
。
今
後
の
レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
対
策
に
つ
い
て

は
、
県
北
保
健
福
祉
事
務

所
か
ら
改
め
て
指
導
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
衛
生
管

理
の
徹
底
を
図
り
、
再
発

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

半田銀山関連事業の今後の計画は

今後も引き続き企画展等を開催

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
役
場
跡
地
の
宅
地
化
の
進
展
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
一
日
も
早
い
完
売
を
期
待

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
の
予
防
策
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
手
洗
い
・
う
が
い
等
引
き
続
き
周
知

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

弁答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁答弁

動画

大かや園水質検査結果と対策は

衛生管理の徹底を図る

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

弁答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁答弁

半半
はんはん

澤澤
ざわざわ

　  　  高高
たかしたかし

  議 員議 員

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
桃
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
品
種
名
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
認
知
度
向
上
の
必
要
性
を
感
じ
る
の
で
研
究
す
る

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
つ
た
め
に「
桑
折
検
定
」を

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
郷
土
愛
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
の
た
め
研
究
す
る

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
銀
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
模
型
を
作
っ
て
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る

早速備え付けたアンケート回収ボックス

農地維持のため情報公開と自動化を

情報提供と先端技術を調査する

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

弁答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁答弁
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
７
月
末
に
文
科

省
が
公
表
し
た

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」の
結
果
を
分
析

し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
成

果
と
課
題
を
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
教
育
長

　
全
国
レ
ベ
ル
よ

り
低
い
傾
向
で
あ
り
、
各

教
科
で
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
実
現
す
る

探
求
型
学
習
の
授
業
を
推

進
し
学
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
県
教
委
の
授
業

改
善
推
進
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン「
学
び
の
変

革
推
進
プ
ラ
ン
」に
お
い

て
、
学
年
間
の
系
統
性
を

ふ
ま
え
た
指
導
が
大
切
で

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
新
し
い
教
育
推

進
の
方
策
を
伺

う
。答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

教
育
長

　
新
し
い
時
代
に

必
要
と
な
る
英
語
教
育
、

情
報
活
用
能
力
育
成
、
防

災
・
安
全
教
育
、
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
、
そ
し
て
健
康
教
育
な

ど
も
推
進
し
て
い
く
。

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
大
切
さ

を
認
識
し
て
い
る
か
を
伺

う
。答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

教
育
長

　
個
別
最
適
な
学

び
、
協
動
的
な
学
び
の
時

間
の
確
保
の
た
め
に
、
教

師
の
説
明
時
間
の
短
縮
化

を
図
る
こ
と
や
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
問
題
解
決

場
面
で
困
難
を
感
じ
る
児

童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
に

加
え
、
問
題
解
決
の
速
度

が
速
い
児
童
生
徒
も
意
欲

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
課

題
設
定
の
あ
り
方
に
も
工

夫
す
る
な
ど
、
具
体
的
に

各
校
長
に
指
示
し
た
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
未
来
躍
動
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
学
校
教
育
に
期
待
す
る

こ
と
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
夢
や
目
標
を

持
ち
、
自
己
実
現
を
図
る

た
め
の
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
叶
え
る
力
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、「
桑
折

プ
ラ
イ
ド
」を
培
い
、「
桑

折
町
・
日
本
・
世
界
」で�

活
躍
す
る
人
材
育
成
を
期

待
す
る
。

県
教
委 

授
業
改
善
推
進
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
抜
粋 

Ｒ
６・８
発
行

学校教育の成果と課題は

学力の向上に力を入れていく

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
全
小
学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
各
地
区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

半半
はんはん

沢沢
ざわざわ

  正正
まさまさ

保保
やすやす

  議 員議 員
　
令
和
６
年
度
か
ら
の
3

年
間
を
見
据
え「
第
９
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」を

策
定
し
、
高
齢
者
支
援
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
地
域
福
祉
の
点

か
ら
活
動
の
状
況

と
取
組
の
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
高
齢
者
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
自
立
支
援

型
地
域
ケ
ア
会
議
の
開

催
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
緊

急
通
報
装
置
貸
与
等
を
通

じ
て
生
活
や
健
康
状
況
の

　
今
年
度
か
ら
収
集
日
を

変
更
す
る
等
し
て
ご
み
減

量
化
や
資
源
回
収
率
向
上

を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ

の
事
業
経
過
を
踏
ま
え
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
排
出
量
全
体
で

減
少
し
て
い
る

が
、
特
に
可
燃
ご
み
、
プ

ラ
ご
み
の
減
少
の
要
因
に

つ
い
て
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
広
報
で
の
周
知

や
各
地
区
で
の「
ご
み
の

出
し
方
教
室
」の
開
催
等

の
取
組
で
町
民
の
意
識
が

高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

捉
え
て
い
る
。

把
握
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
福
祉
意
識
の
醸
成
を

図
り
、
各
関
係
団
体
と
の

連
携
で
地
域
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
各
種
事

業
が
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

　
地
域
ぐ
る
み
の

見
守
り
体
制
の
強

化
は
図
ら
れ
て
い
る
か
伺

う
。答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

町
長

　
現
在
、
福
祉
活

動
を
担
う
人
材
発
掘
や
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
民
主
役
の
助
け
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る

組
織「
協
議
体
」の
設
置
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合
に
お
け

る
ご
み
処
理
事
業
等
に
係

る
町
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
令
和
10
年
度
に
見
直

し
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
基

準
は
令
和
６
年
度
か
ら
９

年
度
の
排
出
量
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
今
後
さ
ら
に

減
量
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
「
桑
折
町
廃
棄

物
減
量
等
推
進
協
議
会
」

で
の
意
見
や
先
進
事
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
減
量
化
に
向
け
意
識

啓
発
を
進
め
る
。

高齢者生活支援の対策は

地域福祉のネットワークを構築する

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

活
力
あ
る
学
力
の
高
い
町
に

未
来
を
創
る
桑
折
っ
子
へ

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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石石
いしいし

幡幡
はたはた

  政政
まさまさ

子子
ここ

  議 員議 員

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
学
校
教
育
現
場
で
の
防
災
学
習
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
災
害
に
つ
い
て
の
基
礎
的
学
習
や
避
難
訓
練
を
実
施

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
新
入
学
時
に
支
給
さ
れ
る
制
服
サ
イ
ズ
に
幅
を
も
た
せ
て
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
保
護
者
が
サ
イ
ズ
を
選
択
し
て
注
文
で
き
る

地域の高齢者を守る

ごみ排出量の減量化はすすんでいるか

町民の意識向上の啓蒙活動を実践していく

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨

は
激
甚
化
し
て
お
り
、
本

町
で
も
幾
度
と
な
く
被
害

に
遭
っ
て
い
る
。
阿
武
隈

川
上
流
に
あ
る
鏡
石
、
矢

吹
、
玉
川
に
跨
る
遊
水
地

郡
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の

下
流
に
住
む
私
た
ち
は
２

町
１
村
の
方
々
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
我

が
事
と
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
、
結
果
、
町
民
を
も

守
る
事
に
な
る
こ
と
か
ら

町
の
考
え
を
伺
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
町
民
各
家
庭
が

で
き
る
こ
と
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
住
民
自
ら
浸
水

対
策
が
で
き
る
よ
う
各
地

区
に
土
の
う
倉
庫
を
設
置

し
た
。
他
に
大
雨
の
時
は

水
の
使
用
を
控
え
る
、
洗

濯
は
最
小
限
で
風
呂
の
水

は
流
さ
な
い
。
非
常
時
は

伊
達
崎
排
水
機
場
、
排
水

ポ
ン
プ
の
迅
速
な
稼
働
に

努
め
て
い
る
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
雨
水
浸
透
ま
す

を
推
奨
す
る
こ
と

は
。

　
「
模
擬
議
会
」を
通
し
て

多
く
の
町
民
の
声
を
聴
く

機
会
に
も
な
る
。
政
治
や

議
会
へ
の
関
心
に
繋
が
り

投
票
率
Ｕ
Ｐ
に
も
効
果
が

上
が
る
機
会
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
18
歳
ま
で
選
挙

権
が
下
が
っ
た
が

教
育
の
中
で
の
変
化
ま

た
、実
体
験
が
で
き
る「
模

擬
議
会
」の
開
催
は
可
能

か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
都
市
部
に
お
い

て
は
一
定
の
効
果
は
あ
る

も
の
の
個
人
負
担
や
こ
こ

で
の
有
効
性
か
ら
み
る
と

難
し
い
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
雨
水
貯
留
施
設

（
雨
水
タ
ン
ク
）の

普
及
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

に
も
な
る
、
町
補
助
金
は

あ
る
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
広
範
な
エ
リ
ア

な
ら
効
果
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
先
進
地
事
例
を
調

査
研
究
す
る
。
町
補
助
金

は
設
け
て
い
な
い
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
教
育
長

　
社
会
科
で
基
礎

知
識
は
学
ん
で
い
る
。
模

擬
議
会
は
体
験
的
に
学
ば

せ
る
手
法
の
一
つ
だ
が
、

優
先
す
べ
き
事
も
あ
る
、

手
間
や
効
果
を
具
体
的
に

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

我が事として取り組む浸水対策は

先進地事例を調査研究する

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

川川
かわかわ

名名
なな

  静静
しずしず

子子
ここ

  議 員議 員

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
高
齢
者
の
難
聴

は
生
活
に
支
障
が

あ
る
だ
け
で
な
く
認
知
症

の
１
割
強
の
方
々
が
難
聴

が
原
因
と
の
統
計
も
あ

る
。
難
聴
対
策
用
補
聴
器

は
高
額
で
そ
れ
が
原
因
で

購
入
を
た
め
ら
う
傾
向
も

あ
る
。
補
聴
器
購
入
補
助

を
求
め
た
い
が
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
マ
イ
ナ
保
険
証

を
登
録
し
て
い
な

い
方
に
は
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
難
聴
と
認
知
症

の
関
係
は
理
解
で
き
る
。

個
人
の
使
用
す
る
器
具
の

補
助
と
な
る
と
限
り
が
な

い
。
例
え
ば
眼
鏡
補
助
な

ど
も
そ
れ
に
該
当
す
る
。

町
民
の
困
り
具
合
の
動
向

を
見
据
え
必
要
性
の
状
況

を
み
た
い
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
未
登
録
者
に
は

令
和
７
年
７
月
下
旬
に
資

格
確
認
証
を
送
付
す
る
予

定
で
、
未
登
録
者
の
方
が

申
請
し
な
く
て
も
担
当
か

ら
そ
の
時
期
に
な
れ
ば
送

付
す
る
。

補聴器を適切に装着しましょう

補聴器の購入補助制度導入は

町民の理解醸成に鑑み状況をみたい

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

川川
かわかわ

村村
むらむら

  滋滋
しげしげ

道道
みちみち

  議 員議 員

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
サ
ル
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
方
策
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
基
本
的
な
対
策
や
広
報
車
で
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
移
転
後
の
保
育
所
は
、
ま
た
職
員
の
雇
用
状
況
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
解
体
す
る
。
14
名
中
５
名
が
内
定
を
受
け
て
い
る

詳
し
く
は
広
報
こ
お
り
９
月
号
を
御
覧
く
だ
さ
い

「
こ
ど
も
議
会
」開
催
は
な
ぜ
ム
リ
か

慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
10
月
か
ら
65
歳
以
上
２
，
８
０
０
円
で
接
種

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
つ
い
て

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
県
が
9
月
実
施
し
た
。
関
係
団
体
と
協
議
し
た
い

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
事
業
者
提
案
は
町
保
育
所
の
民
営
化
で
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
企
画
提
案
は
事
業
者
独
自
の
提
案
と
考
え
る

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は

令
和
７
年
７
月
31
日
に
な
る

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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一

般

質

問

委
員
会
活
動
報
告

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
議
会
の
阿
武
隈

川
上
流
遊
水
地
群

視
察
の
際
の
説
明
は
、
そ

の
効
果
は
福
島
市
で
水
位

低
下
10
㎝
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る

町
の
評
価
・
所
見
を
伺

う
。
気
候
変
動
に
よ
る
温

度（
２
度
）上
昇
に
よ
り
、

対
策
を
し
な
け
れ
ば
阿
武

隈
川
流
域
浸
水
世
帯
数
は

約
２
倍
の
４
４
，
１
０
０

世
帯
に
も
達
す
る
と
の
国

交
省
予
測
だ
。
国
交
省

は
、
遊
水
地
群
の
整
備
、

河
道
掘
削
及
び
堤
防
の
強

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
　
災
害
級
の
猛
暑

が
続
く
な
か
、
国

か
ら「
生
活
保
護
世
帯
に

お
け
る
エ
ア
コ
ン
購
入
費

用
に
つ
い
て（
周
知
）」

が
、
都
道
府
県
や
市
町
村

宛
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。
す
べ
て
の

保
護
家
庭
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

化
等
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

の
河
道
掘
削
の
対
象
区
間

に
宮
城
県
と
の
県
境
部
分

が
含
ま
れ
て
い
る
か
。
県

内
最
下
流
域
の
伊
達
地
方

と
し
て
新
た
な
対
策
の
探

求
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
県
境
部
分
は
河

道
掘
削
の
対
象
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
対
策

と
し
て
は
令
和
６
年
３

月
発
表
の「
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２・０
」の
新

た
な
防
災
対
策
に
期
待
す

る
。

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
町
長

　
生
活
保
護
の
相

談
・
申
請
は
、
県
北
保
健

福
祉
事
務
所
が
所
管
し
て

い
る
。
国
か
ら
の
文
書
は

遺
漏
な
く
周
知
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
本
町
の
生

活
保
護
世
帯
に
お
け
る
エ

ア
コ
ン
設
置
状
況
は
、
34

世
帯
の
う
ち
23
世
帯
で
あ

る
。

水位低下10㎝なら別の対策も

生活保護世帯のエアコンは

流域治水プロジェクトに期待

11世帯が未設置の状況だ

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問質問
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動画

奈奈良良県県生生駒駒市市ががホホーームムペペーージジでで紹紹介介  
奈奈良良県県初初！！すすべべててのの生生活活保保護護受受給給世世帯帯にに対対すするる  
エエアアココンンのの設設置置をを進進めめまますす            
エエアアココンン設設置置事事業業のの概概要要((一一部部))はは、、次次ののよよううにに紹紹介介さされれてていいまますす。。  

〇〇対対象象はは  エエアアココンン未未設設置置、、ままたたはは使使用用ででききるるエエアアココンンががなないい世世帯帯  
〇〇給給付付額額はは  上上限限１１００万万円円((エエアアココンン購購入入費費６６万万７７千千円円、、設設置置工工事事費費３３万万３３千千円円))  
〇〇設設置置対対象象はは  市市内内のの販販売売店店・・同同工工事事業業者者かからら購購入入、、設設置置すするるももののでで一一世世帯帯１１台台      

                                      生生駒駒市市HHＰＰよよりり要要約約ししてて紹紹介介ささせせてていいたただだききままししたた。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

情報！　HPのページをご覧ください。

齋齋
さいさい

藤藤
とうとう

  松松
まつまつ

夫夫
おお

  議 員議 員

これも 質 問
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
保
育
所
廃
止
条
例
の
提
出
は

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
12
月
定
例
会
に
提
出

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　
住
宅
耐
震
化
の
積
極
推
進
を

　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答　
国
県
制
度
活
用
し
支
援

委員長　佐　藤　武　朗
　本委員会は、「商業分野における地域おこし協力
隊制度の利活用」について協議してきた。
　農業分野では、就農者の高齢化・後継者不足・耕
作放棄地等の多くの課題があるなか、町はシティー
プロモーションや農業に特化した協力隊制度の活用
で「献上桃の郷」としての地域ブランドを確立しつつ
ある。
　一方、商業分野においても農業と同様の課題もあ
り、本委員会は本町における協力隊制度の活用状
況、空き家・空き店舗の状況、および事業者の入手・
後継者の状況などについて調査研究を進めていく。
　また、本来の協力隊制度の目的は、人口減少や高
齢化の進行する地方で地域外の人材を積極的に誘
致、定着を図ることである。本町の次世代を担う若
手リーダーの方々との意見交換等を実施し、商業分
野の視点から協力隊制度の利活用について調査研究
を進めていきたい。

委員長　斉　藤　　　謙
　去る８月13日（火）教育文化課長を招聘し、
認定こども園の進捗状況について説明を受け
た。この事業にかかる認定こども園予定地の
多量の地中埋設物等は、不測の費用と期間が
必要となり、昨今の資材・燃料・人件費の価
格高騰も重なり、事業費に占める設置運営予
定業者の準備資金が不足のため、事業者の申
し出で施設の大幅な設計見直しと費用縮減で
事業継続を決めた。工事期間を２ケ年から３
ケ年事業にし、進捗率４年度１％５年度99％
を令和５年度１％令和６年度98％に変更する。

委員長　半　沢　正　保
　令和６年度町村議会広報研修会が令和６年
７月２日（火）午後１時より、福島市とうほ
う・みんなの文化センター小ホールにおいて
開催された。研修は、「議会の“見える化”＆住
民との“信頼関係”議会広報の基本と編集」と題
して、議会広報サポーター�芳野政明様より講
習並びに４町の議会だよりのクリニックが行
われた。次の２つに、これから取り組んでい
きたいと思った。⑴目的を持って制作①読ま
れ、親しまれ、役に立つ②議事・議会活動を
的確に伝える③読みたくなる紙面作り⑵見出
しの重要性�15文字以内で的確に等々、多く
のことを学んできた。

　令和６年７月19日（金）午後３時より、国見町観月台文
化センターにおいて、桑折町・国見町・川俣町の議員が出
席し、伊達郡町議会議員大会が開催された。
　議事として、桑折町議会からは、被災橋梁の早期復旧並
びに一般県道の整備促進について説明がなされ、「伊達崎
橋」の復旧方針の早期実現が強く要望し承認された。
　次に、福島大学地域未来デザインセンター�岩井秀樹�特
任教授より、演題「空き家対策の推進、空き家利活用について」として、田村市等の効果的な実例をあ
げながら、都市のコンパクト化が進展しない理由等について、説明いただいた。

委員長　半　澤　　　高
　閉会中の所掌事務調査事項である①「議会基本条
例第20条に基づく検証」および②「一般質問のあり
方について」に関して調査を進めてきたところであ
り、今後においてそれぞれに細部を検討し、できる
だけ早い時期に報告する予定。
　なお、上記の調査の他に「定例会の総括のあり方」
について見直しを行い、町の総括と議会の総括の文
書交換について定めた。また、「陳情書の提出要件
の一部見直し」についても協議中である。請願・陳
情に関しては、請願書は紹介議員がいることが要件
になっているが、陳情書は桑折町議会では日本全国
どこからでも誰でも郵送等により提出可能となって
おり、提出者を参考人として呼びづらい事象等もあ
ることから、他議会の陳情書提出要件を参考に一部
見直しを図る予定である。

総務文教常任委員会 産業厚生常任委員会

広報広聴常任委員会

議会運営委員会

委 員 会 報活 告動

第19回 伊達郡町議会議員大会
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月　日 活　動　状　況 内　　　容 対 象 者

R6.6.27 議会全員協議会 ・6月定例会の総括について
・「流域治水に関する事業説明会」について 全 議 員

R 6 . 7 . 4 令和6年度流域治水に関する事業説明会 ・座学
・上流遊水地群整備予定地見学 全 議 員

R6.7.18 議会全員協議会 ・「流域治水に関する事業説明会」の総括について
・「議員のなり手不足」「議員報酬の見直し」について 全 議 員

R6.7.19 第19回伊達郡町議会議員大会 ・大会、講演会、交流会 全 議 員
R6.7.30 伊達地方消防組合消防署西分署庁舎落成式 ・式典 議 長 外

R 6 . 8 . 1 議会全員協議会
・桑折町総合計画 中期基本計画（素案）について
・「調査特別委員会」の設置について
・2番議員からの6月定例会総括事項について

全 議 員

R 6 . 9 . 4 令和6年第4回桑折町議会定例会
・ 会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般の報告・行政報告、
　町長提案理由の説明、補正予算説明、決算認定総括説明、
　健全化判断比率・資金不足比率報告、決算審査結果報告

全 議 員

R 6 . 9 . 5 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第2日）の議事日程等について 全 議 員
R 6 . 9 . 5 令和6年第4回桑折町議会定例会 ・一般質問（5名） 全 議 員
R 6 . 9 . 6 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第3日）の議事日程等について 全 議 員
R 6 . 9 . 6 令和6年第4回桑折町議会定例会 ・一般質問（5名） 全 議 員

R6.9.10 議会全員協議会
・令和6年第4回桑折町議会定例会（第7日）の議事日程等について
・桑折町総合計画 中期計画の訂正について
・桑折町都市計画マスタープランの訂正について

全 議 員

R6.9.10 令和6年第4回桑折町議会定例会
・ 条例改正3件、条例廃止1件、規約変更1件、補正予算3件、総合計画、

マスタープラン、同意1件審議採決
・決算認定所管別説明

全 議 員

R6.9.12 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第9日）の議事日程等について 全 議 員
R6.9.12 令和6年第4回桑折町議会定例会 ・令和5年度決算認定所管別質疑（総務文教常任委員会所管） 全 議 員

R6.9.17 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第14日）の議事日程等について
・令和5年度決算付属資料の差替えについて" 全 議 員

R6.9.17 令和6年第4回桑折町議会定例会 ・令和5年度決算認定所管別質疑（産業厚生常任委員会所管） 全 議 員
R6.9.18 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第15日）の議事日程等について 全 議 員
R6.9.18 令和6年第4回桑折町議会定例会 ・令和5年度一般会計決算認定　総括質疑、討論採決 全 議 員
R6.9.19 議会全員協議会 ・令和6年第4回桑折町議会定例会（第16日）の議事日程等について 全 議 員

R6.9.19 令和6年第4回桑折町議会定例会
・ 令和5年度特別会計・水道事業会計決算認定　総括質疑、討論採決
・水道事業剰余金の処分審議採決
・追加議案審議採決

全 議 員

議 会 活 動 状 況 報 告

令和５年度  議会費決算概要

令和６年６月19日～令和６年９月19日◀詳しくは、こちらから

議員報酬及び期末手当 42,682,786円

共済組合費負担金（年金分）
※制度改正により現議員は対象外 9,743,400円

職員人件費 16,282,410円

需用費（議会だより印刷製本費外） 2,372,966円

その他（旅費、交際費、使用料、負担金等） 5,362,192円

計 76,443,754円

桑折町議会桑折町議会がが「阿武隈川上流遊水地群」整備予定地「阿武隈川上流遊水地群」整備予定地をを視察視察
「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」の理解を深める

　　　　　＜国土交通省東北整備局・福島県主催＞

　令和６年７月30日（木）鏡石町健康福祉センター
会議室において流域治水対策プロジェクトに関する
詳しい説明をいただき、引き続き鏡石町・玉川村・
矢吹町の遊水池群整備予定地の視察を行いました。

  ❖  プロジェクトの目的プロジェクトの目的
　気候変動に対応しつつ阿武隈川流域に
おける洪水のリスクを軽減し、住民の安
全を守ることを目的としています。具体
的には河川の流量をコントロールし氾濫
のリスクを低減するためのインフラ整備
が行われます。

  ❖  遊水地の役割遊水地の役割
　鏡石町、玉川村、矢吹町に設置される
遊水地は、大雨や洪水時に阿武隈川の水
位を調整するための重要な施設となりま
す。主な役割は、川の水位が急激に上昇
した際に、川からあふれる水を一時的に
貯める役割を果たします。これにより、
川が氾濫して周囲の地域が浸水するリス
クを減少させることができます。

  ❖  上流域住民の皆さまへの感謝上流域住民の皆さまへの感謝
　阿武隈川流域上流（鏡石町、玉川村、矢吹町）に設
置予定の遊水地は、洪水時に川の水量をコントロー
ルし、下流域の住宅や農地が浸水するリスクが大
幅に減り、経済的な損失も最小限に抑えられます。
遊水地を受け入れていただいた鏡石町、玉川村、
矢吹町の上流域の皆さまに、下流域の桑折町議会
は桑折町住民を代表し深い感謝の意を表します。

議会だより――議会だより25 24 



令和６年10月16日発行
発　行　福島県伊達郡桑折町議会
責任者　原　　賢志

編　集　広報広聴常任委員会
電　話　０２４（５８２）２１１３
印　刷　株式会社神尾印刷所

●広報広聴常任委員会編集委員
　委 員 長　半沢 正保　　副委員長　石幡 政子
　委　　員　鈴木 隆志　　委　　員　川村 滋道

　錦木塚古墳は、県道浪江国見線の桑折
町と国見の町境の河岸段丘にあり、塚目
古墳群の一部です。石棺内には銅椀や長
顎瓶類、皿や葬祭などに使用される勾玉
やガラス製品が多く出土し、現在大木戸
の国見町歴史資料館に保存展示されてい
ます。７世紀前半の後期古墳時代にこの
地方の高い地位にいた人を埋葬したもの
と想定され、現在石棺は閉じられ小山に
なっています。
　この古墳は私が地主として見守ってい
ます。

川村滋道

編　集　後　記 発掘当時の石棺内部

議会議会だよりだより
こおりまちこおりまち

今回は、各地区ごと４つの会場で下記のとおり開催いたします。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

令和６年度令和６年度
第２回 桑折町議会報告・意見交換会第２回 桑折町議会報告・意見交換会

開催のご案内開催のご案内

桑折地区 半田地区睦合地区 伊達崎地区
　

11月５日（火）
18：30 ～ 19：30

　
桑折公民館

① 議会活動状況、予算、決算等
の審議状況の報告

② 町政及び議会活動に関する意
見交換

議会だより
vol 138
秋号

　
11月７日（木）

18：30 ～ 19：30
　

半田公民館

　
11月６日（水）

18：30 ～ 19：30
　

睦合公民館

11月８日（金）
18：30 ～ 19：30

　
伊達崎公民館

日 時

主な内容 持 参 物

日 時日 時 日 時

場 所 場 所場 所 場 所

９月定例会（令和５年度一般会計歳入歳出決算認定）　

９月定例会（令和５年度一般会計歳入歳出決算認定）　❷❷

議員10名による一般質問　

議員10名による一般質問　⓬⓬

阿武隈川水系流域治水プロジェクト推進状況視察　

阿武隈川水系流域治水プロジェクト推進状況視察　●●

主な内容

議会ホームページへ

議会ホームページへ

議会だよりへ
議会だよりへ

わたしたちの災害時の防災の拠点
非常用発電設備、給水設備、感染防止対策等の充実強化

伊達地方消防組合 中央消防署西分署 新庁舎落成式 （令和６年７月30日（火）10：00）

議会議会だより
だより

こおりまち
こおりまち

138138秋秋号号
VOL.
VOL.

令和６年
令和６年10月16日発行

10月16日発行

24献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp

献上桃の郷 桑折町 ホームページアドレス　https://www.town.koori.fukushima.jp

あなたの　声　が 町　を動かす

　前議会だよりvol137夏号４ページの令和５年度ピザスタ売上に関する記事において、誤った金額を掲載いたしました。
正しい売上は<29,546,232円>であるところを、誤って<292,546,232円>と記載しておりました。訂正してお詫び申し
上げます。今後このようなミスがないよう、再発防止に努めてまいります。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

訂正と
お詫び

26 


